
第１編第１部第２章 道路交通安全施策の現況
平成30年度交通事故の状況及び交通安全施策の現況 第１編陸上交通 第１部道路交通

道路交通環境の整備
◎生活道路等における人優先の安全・安心な歩行空間の整備
生活道路については，歩行者・自転車利用者の安全な通行を確保するため，最高速度30キロメー

トル毎時の区域規制を実施するとともに，道路管理者と連携して行うものも含め，その他の安全対
策を必要に応じて組み合わせて行う「ゾーン30」（平成30年度末までに3,649か所）を整備するなど
の低速度規制を実施した。28年度末までに全国で整備したゾーン30（3,105か所）において，整備前
年度の１年間と整備翌年度の１年間における交通事故発生状況を比較したところ，交通事故発生件
数及び対歩行者・自転車事故件数はいずれも減少（それぞれ23.8％減，19.4％減）するなど，交通事
故抑止及びゾーン内における自動車の通過速度の抑制に効果があることが確認された。
◎高度道路交通システムの活用
最先端の情報通信技術等を用いて，人と道路と車両とを一体のシステムとして構築する新しい道

路交通システムである「高度道路交通システム」（ITS）を引き続き推進している。そのため，平成
30年６月に閣議決定された「世界最先端デジタル国家創造宣言・官民データ活用推進基本計画」に
基づき，産・官・学が連携を図りながら，研究開発，フィールドテスト，インフラの整備，普及及
び標準化に関する検討等の一層の推進を図るとともに，ITS世界会議等における国際情報交換，国際
標準化等の国際協力を積極的に進めた。

交通安全思想の普及徹底
◎段階的かつ体系的な交通安全教育の推進
交通安全教育指針（平10国家公安委員会告示15）等を活用し，幼児から成人に至るまで，心身の

発達段階やライフステージに応じた段階的かつ体系的な交通安全教育を実施した。特に，高齢化が
進展する中で，高齢者自身の交通安全意識の向上を図るとともに，他の世代に対しても高齢者の特
性を知り，その上で高齢者を保護し，また，高齢者に配慮する意識を高めるための啓発指導を強化
した。さらに，自転車を使用することが多い小学生，中学生及び高校生に対しては，交通社会の一
員であることを考慮し，自転車利用に関する道路交通の基礎知識，交通安全意識及び交通マナーに
係る教育の充実に努めた。

安全運転の確保
◎高齢運転者対策の充実
運転免許証の有効期間が満了する日における年齢が70歳以上の高齢者には，更新期間が満了する

日前６月以内に高齢者講習を受講することが義務付けられている。平成30年中の高齢者講習の受講
者は269万867人であった。
また，運転免許証の更新期間が満了する日における年齢が75歳以上の者については，運転免許証

の更新期間が満了する日前６月以内に，認知機能検査を受けなければならないこととされている。
検査の結果，認知症のおそれがある又は認知機能が低下しているおそれがあると判定された者に対
する高齢者講習は，ドライブレコーダー等で録画された受講者の運転状況の映像を用いた個人指導
を含む３時間の講習とされており，このほかの者に対する高齢者講習は２時間の講習とされている。
平成30年中の認知機能検査の受検者は202万144人であった。

車両の安全性の確保
◎安全に資する自動運転技術を含む先進安全自動車（ASV）の開発・普及の促進
先進安全自動車（ASV）の開発・実用化・普及を促進するため，平成28年度より開始した第６期

ASV推進計画において，自動運転の実現に必要な先進安全技術について，産学官連携の下，実用化
されたASV技術の本格的な普及戦略及び路肩退避型等発展型ドライバー異常時対応システムの技術
要件等の検討に取り組んだ。
また，バス，トラック等の安全対策として，衝突被害軽減ブレーキ，車両安定性制御装置，車線

逸脱警報装置等ASV装置に対する補助を継続して実施するとともに，従来より実施している衝突被
害軽減ブレーキ及び車両安定性制御装置搭載車両に対する税制特例措置に加え，平成29年度より新
たに開始した車線逸脱警報装置搭載車両に対する特例措置について，30年度税制改正において対象
車両の拡大を行った。
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